
【写真２】　阿部合成（左）と父政太郎
（『阿部合成展』図録より転載）

青
森

 
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル

第
11
回

【
問
合
せ
】

市
史
編
さ
ん
室（
☎
017
―
732
―
５
２
７
１
）

　

浪
岡
と
青
森
の
き
ず
な

【写真１】浪岡八幡宮御神輿渡御（『浪岡町史』別巻Ⅱより転載）

15
年
紀
元
節
（
現
在
の
建
国
記
念
の
日
）
の

前
日
に
、
浪
岡
城
跡
は
県
内
初
の
国
史
跡
と

な
り
（
２
月
10
日
）
、
浪
岡
村
は
６
月
１
日

か
ら
町
制
を
施
行
し
ま
し
た
。
当
時
の
新
聞

は
、
一
面
に
「
浪
岡
村
の
躍
進
」
の
見
出
し

で
村
か
ら
町
へ
の
移
行
を
報
じ
、
こ
こ
に
現

　

天
狗
登
場

　

８
月
23
日
に
善
知
鳥
神
社
で
開
催
さ
れ
た

楽
市
楽
座
を
見
に
行
く
途
中
、
新
町
を
闊
歩

し
た
の
ち
境
内
に
入
っ
て
い
く
天
狗
に
遭
遇

し
ま
し
た
。
足
駄
を
は
き
、
神
楽
を
舞
う
よ

う
な
衣
装
を
身
に
つ
け
、
堂
々
た
る
高
い
鼻

は
ま
ぎ
れ
も
な
く
天
狗
そ
の
も
の
で
し
た
が
、

浪
岡
町
史
編
さ
ん
の
過
程
で
も
見
か
け
た
記

憶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

『
浪
岡
町
史
』
全
６
巻
を
め
く
り
な
が
ら
、

「
こ
れ
だ
」
と
見
つ
け
た
写
真
は
、
昭
和
13

年
（
１
９
３
８
）
に
浪
岡
八
幡
宮
県
社
昇
格

時
の
記
念
絵
葉
書
で
し
た
【
写
真
１
】
。

「
浪
岡
八
幡
宮
御お
み
こ
し
と
ぎ
ょ

神
輿
渡
御
」
と
題
さ
れ
た

絵
葉
書
は
、
八
幡
宮
を
出
発
し
、
当
時
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
茶
屋
町
・
仲

町
・
下
町
を
通
り
、
浪
岡
駅
ま
で
の
往
復
を

撮
影
し
た
も
の
で
、
12
枚
セ
ッ
ト
で
各
家
庭

に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

写
真
中
央
に
天
狗
の
堂
々
た
る
姿
が
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
八
幡
宮
県
社
昇
格
の
２
年
後
、
昭
和

在
の
「
中
世
の
里
・
浪
岡
」
の
礎
が
作
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

浪
岡
八
幡
宮
と
青
森

　

浪
岡
地
域
の
中
心
的
な
神
社
は
浪
岡
八
幡

宮
で
す
。
浪
岡
城
主
北
畠
氏
は
、
京
都
を
模

し
て
城
の
四
周
に
加
茂
・
八
幡
・
春
日
・
祇

園
（
広
峰
）
の
社
を
配
し
た
と
す
る
伝
説
が

あ
る
よ
う
に
、
神
社
仏
閣
は
城
下
町
の
重
要

な
要
素
で
す
。
な
か
で
も
浪
岡
八
幡
宮
は
、

延
暦
12
年
（
７
９
３
）
坂
上
田
村
麻
呂
創
立

と
伝
え
ら
れ
、
弘
前
藩
２
代
藩
主
津
軽
信の
ぶ
ひ
ら枚

が
慶
長
19
年
（
１
６
１
４
）
に
再
建
し
た
時

の
黒
漆
塗
り
棟
札
（
市
指
定
文
化
財
）
が
残

る
、
由
緒
あ
る
鎮
守
の
杜
で
す
。

　

明
治
期
に
八
幡
宮
の
神
官
で
あ
り
、
浪
岡

村
の
初
代
村
長
を
務
め
た
阿
部
文
助
は
、
浪

岡
城
や
北
畠
氏
の
顕
彰
に
尽
力
し
、
郷
土
史

研
究
者
の
重
鎮
で
も
あ
り
ま
し
た
。
文
助
の

長
男
・
政
太
郎
は
、
そ
の
名
の
ご
と
く
政
治

を
志
し
、
大
正
６
年
（
１
９
１
７
）
青
森
師

範
学
校
同
窓
の
工
藤
卓
爾
青
森
市
長
の
後
を

受
け
て
、
第
７
代
市
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

　

青
森
と
浪
岡
の
近
代
的
な
結
び
つ
き
は
、

こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ

う
。
阿
部
政
太
郎
の
事
績
は
多
々
あ
る
も
の

の
、
八
幡
宮
境
内
に
残
る
「
頌
徳
碑
」
が
簡

潔
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

（
前
略
）
大
正
六
年
以
後
、
選
れ
て
青
森

市
長
た
る
こ
と
二
回
、
此
の
間
、
種
々
な

る
難
局
に
処
し
て
治
績
を
挙
げ
、
画
策
計

営
す
る
処
す
こ
ぶ
る
大
な
り
（
後
略
）

　

政
治
か
ら
芸
術
へ

　

政
太
郎
の
五
男
が
画
家
・
阿
部
合
成
で
す

【
写
真
２
】
。
合
成
は
明
治
43
年
（
１
９
１

０
）
９
月
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
５
月
に
ハ

レ
ー
彗
星
が
地
球
に
接
近
し
た
こ
の
年
、
浪

岡
地
域
で
は
８
月
に
津
川
武
一
（
医
師
・
小

説
家
・
政
治
家
）
が
、
そ
し
て
10
月
に
は
合

成
の
従
弟
に
あ
た
る
「
大
地
の
画
家
」
常
田

健
が
出
生
し
て
い
ま
す
。

　

合
成
は
、
父
政
太
郎
の
市
長
就
任
と
と
も

に
青
森
に
転
居
し
、
橋
本
小
学
校
に
入
っ
て

い
ま
す
。
青
森
中
学
校
（
現
青
森
高
等
学

校
）
で
は
作
家
太
宰
治
と
な
る
津
島
修
治
と

同
級
で
あ
り
、
と
も
に
文
学
青
年
で
し
た
が

卒
業
後
、
津
島
は
旧
制
弘
前
高
校
へ
、
合
成

は
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
で
絵
画
に
専
念
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青森タイムトラベル ― 浪岡と青森のきずな

【写真３】『阿部合成展』図録表紙

【写真４】海の群像５　魚市場の風景（青森県立郷土館蔵）

像
」
は
、
青
森
の
港
で
働
く
人
々
を
描
い
た

も
の
で
、
両
人
の
絵
画
形
成
の
基
盤
を
示
す

作
品
で
す
【
写
真
４
】。く
し
く
も
、
こ
の
作

品
は
青
森
の
阿
部
家
土
蔵
と
い
う
二
人
が
過

ご
し
た
空
間
の
中
で
描
か
れ
、
青
森
市
長
で

あ
っ
た
阿
部
政
太
郎
が
逝
去
し
た
年
に
完
成

し
た
青
春
譜
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　

合
成
と
健
の
絵
画
の
原
点
は
、
港
町
・
青

森
に
あ
り
ま
し
た
。

（
元
浪
岡
町
史
編
集
委
員　

工
藤
清
泰
）

た
し
た
合
成
の
代
表
作
『
見
送
る
人
々
』
は
、

後
に
反
戦
画
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
、
合
成

自
身
も
公
募
展
か
ら
決
別
す
る
契
機
と
な
っ

た
作
品
で
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
浪
岡
八
幡
宮

の
県
社
昇
格
の
年
と
重
な
る
こ
と
も
何
か
の

因
縁
で
し
ょ
う
か
。

　

合
成
は
昭
和
47
年
（
１
９
７
２
）
、
62
歳

で
逝
去
し
て
お
り
、
同
54
年
６
月
に
は
青
森

市
民
美
術
展
示
館
で
遺
作
展
を
開
催
す
る
な

ど
逝
去
後
に
画
家
と
し
て
の
評
価
は
一
層
高

ま
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
７
年
（
１
９
９

５
）
生
誕
85
年
を
迎
え
た
合
成
の
展
覧
会
が
、

生
誕
の
地
で
あ
る
浪
岡
町
中
世
の
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
展
覧
会
の
副
題
は
、
町
村
合
併

40
周
年
記
念
と
な
っ
て
お
り
【
写
真
３
】
、

昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）
に
浪
岡
町
と
合
併

し
た
大
杉
・
五
郷
・
野
沢
・
女
鹿
沢
の
各
村

が
一
人
の
画
家
を
介
し
て
一
体
と
な
っ
た
印

象
を
受
け
ま
し
た
。

　

合
成
と
同
じ
よ
う
に
油
絵
に
励
ん
だ
従
弟

の
常
田
健
は
、
地
道
に
作
品
を
積
み
重
ね
、

平
成
９
年
に
県
文
化
賞
を
受
賞
し
た
後
、
土

蔵
の
ア
ト
リ
エ
で
描
き
続
け
た
「
大
地
の

絵
」
を
広
く
世
に
出
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

合
成
よ
り
30
年
近
く
長
生
き
す
る
健
も
平
成

４
年
に
中
世
の
館
で
、
そ
し
て
同
11
年
に
は

東
京
ギ
ャ
ラ
リ
ー
悠
玄
で
個
展
を
開
催
し
、

そ
の
画
業
は
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
筑
紫
哲

也
な
ど
か
ら
「
大
地
の
画
家
」
と
評
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
現
在
は
、
市
内

昭
和
通
商
店
街
が
健
の
応
援
隊
と
な
っ
て
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
京
都
絵
専
を
卒
業

し
て
野
辺
地
中
学
校
の
教
員
に
な
っ
た
頃
、

昭
和
９
年（
１
９
３
４
）に
父
政
太
郎
が
逝
去

し
ま
す
。
そ
の
時
の
心
境
を
親
友
で
あ
り

『
幻
の
画
家
阿
部
合
成
と
太
宰
治
』の
著
作
が

あ
る
黒
田
猛
へ
の
私
信
で
吐
露
し
て
い
ま
す
。

　

と
う
と
う
僕
は
父
を
失
っ
た
。
（
中

略
）
僕
は
父
の
死
と
同
時
に
絵
に
対
す
る

自
負
心
の
大
半
を
喪
失
し
か
け
て
い
る
。

（
中
略
）
僕
の
二
十
五
年
の
生
活
は
、
そ

の
大
部
分
が
父
に
負
う
と
こ
ろ
の
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
今
に
し
て
柩
を
覆
う
て
始

め
て
感
じ
る
。

　

父
に
対
す
る
感
謝
あ
ふ
れ
る
文
章
で
す
。

　

合
成
と
健

　

昭
和
13
年
、
二
科
展
に
出
品
し
入
選
を
果

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
健
は
、
昭
和
41
年
（
１
９
６

６
）
、
56
歳
の
時
、
カ
ネ
長
デ
パ
ー
ト
で
初

め
て
の
個
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

時
合
成
は
、
健
へ
の
手
紙
の
冒
頭
に
、
「
わ

が
ア
タ
マ
ン
、
個
展
を
終
わ
っ
て
（
中
略
）

万
才
を
送
り
ま
す
。
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

二
人
の
原
点

　

合
成
が
ア
タ
マ
ン
と
言
っ

て
い
る
の
は
、
二
人
が
昭
和

９
年
に
結
成
し
た
グ
レ
ル
家

と
い
う
青
春
の
思
い
出
を
指

し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
合

成
は
ア
タ
マ
ン
・
ゴ
ウ
セ
ー

ニ
ン
・
グ
レ
ル
、
健
は
ケ
ン

チ
ャ
ロ
フ
・
ダ
・
グ
レ
ル
と

ロ
シ
ア
的
な
名
前
を
つ
け
て
、

絵
の
サ
イ
ン
に
ま
で
し
て
い

ま
す
。
ア
タ
マ
ン
と
は
「
あ

た
ま
（
頭
：
か
し
ら
）
」
の

意
味
で
あ
り
、
健
よ
り
先
に

生
ま
れ
た
合
成
が
称
す
る
こ

と
に
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
合
成
が
健
を
ア
タ
マ
ン

と
言
う
の
は
、
健
の
絵
に
対

す
る
尊
敬
の
現
わ
れ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
県
立
郷
土
館
が
収

蔵
し
、
合
成
と
健
の
二
人
が

描
い
た
と
さ
れ
る
「
海
の
群
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